
 

「家、三匹の子ぶたが間違っていたこと」 

から少し抜粋してご紹介します 

「三匹の子ぶた」に象徴される家づくりの誤解 

「三匹の子ぶた」という有名な童話がある。 

本書を読まれているあなたも子どものころ一度は聞いたことがある

と思う。 

この話は、「大きくなったので今日からは自分たちで暮らしなさい」

とお母さんにいわれた三兄弟の話である。一番上のお兄さんは「わら

で家」をつくり、二番目のお兄さんは「木で家」をつくり、三番目の

弟は「レンガで家」をつくる。「わらの家」と「木の家」はオオカミ

に吹き飛ばされてしまうが、レンガで家をつくった一番下の弟の家だ

けは、オオカミに襲われても家が壊れずに、オオカミを懲らしめると

いうものだ。 

これを聞いて育った子どもは、わらの家や木の家は危なくて、レン

ガの家が一番安心だと思うだろう。しかし、これは゗ギリスの童話で

ある。地震がほとんど来ない゗ギリスでは、地震より風の被害が怖い。

ゴルフ好きの方なら、全英オープン（セント・ゕンドリュース）での

ゴルフゔーと風の戦いでご理解いただけるだろう。風の力を中心に考

えて家づくりをする国では、重い建物のほうが風害を受けにくい。だ

からレンガで家を建てた一番下の弟の家だけが助かるのだ。 

しかし、地震の被害が一番深刻である日本ではまったく話は別なの

である。 

地震において一番安全なのは、軽い家「わらの家」である。たとえ

壊れても圧死しないからだ。ただし、風に弱いのは同じだ。二番目は

「木の家」である。建物自体が軽いので地震時にかかる力も少なくて

済む。そして、地震大国日本では、一番危険なのが「レンガ積みの家」

である。一番重い建物なので地震時にかかる力が最大になるし、潰れ

たら圧死してしまうだろう。防災の第一人者である名古屋大学の福和

伸夫教授は、コラムのなかでこう述べている。 

「万一、私たちが原始生活をしていたら、地震なんてまったく怖く

ない。きっと、地震は、びっくりしたりワクワクしたりするような揺

れでしかないだろう。揺れる場所に、人工物をたくさんつくってしっ

たから災害が発生する。そして、人が集積すればするほど災害は酷く

なる」 

実際に縄文時代にはいまと同様、大地震が数多く起こっていたにも

かかわらず、その被害で人が亡くなったという形跡がまったく見られ

ないという研究報告がある。地震が人を殺すのではなく、人間がつく

った重くなった建築物が壊れることで人に危害が加わるのである。日

本では台風も地震も怖い。つまり、日本版の三匹の子ぶたの物語では、

「木の家」をつくった二番目のお兄さんが賢い選択をしたことになる。 

日本でも台風被害の多い沖縄では、石造りやＲＣ造（鉄筋コンクリ

ート造）が一般的で、木造は少ない。しかし、地震が多い太平洋側の

ゕジゕでは木造の建物が多い。また、海外線に近いところに居住区が

ある日本という島国では、地震・台風のほかに、塩害、つまり鉄の錆

びの問題も大きい。この童話には登場しないが、鉄骨も木材に比べて

錆びがあったため不利。やはり日本版「三匹の子ぶた」は二番目のお

兄さんが一番。つまり木造がよいということになる。 

このように日本では、ある意味、合理的に木の家が選択されてきた

ということに加えて、そもそも日本人は「木」というものをこよなく

愛しつづけてきたという歴史もある。いまでも多くの日本人は「木」

の家が大好きなのである。 

しかし、「三匹の子ぶた」に象徴される、家についての誤解という

意味では、日本の木の家について、おそらく日本じゅうのほとんどの

方が誤解しているきわめて重大な事象が存在している。それは、日本

の木造住宅のほとんどが「構造計算」をしていない、すなわち科学的

に家の強さを評価していない家であるという事実である。 
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知らないと誤解したまま！ 

家についての思い込みが誤解であると、せの思い込みで

作られた家は吹き飛ばされてしまう。  

家は建て主次第で凶器にも資産にでもなる。  

賢いぶたになることが、賢い選択を可能にする、せんな

単純だがなかなか教えて貰えないことをこの本は教えて

くれました。 

題名からは想像できない内容の本 

これから木造住宅を検討される方必読の 1冊です！  

木造住宅事情のグレーな現状がわかり易く書かれていま

す。せの上で、どのようにすれば（資産価値が高く）安心

して住み続けることができる家を建てる事ができるか？

のアドバイスは参考になりました。  

この本を読まずに家を建てると、きっと後悔していたと思

います！ 

【Amazon.co.jp のレビューより】 

知らなかったコトだらけ 

「なんのための家なんだれう？」すごく当たり前のようで考

えたことのない問題を提起してくれた一冊。知らなかった

事実がドライに突き付けられるのはショックですが、著者

の「日本の住宅を変える」という熱い想いに救われます。

家を建てる前に読んでよかった！ 

読みやすい、家づくりについての指南書 

日本の木の家づくりについて、驚きの事実が随所に。  

タイトルからも分かるように、エピソードがおもしれく、読み

やすい。  

家づくりを決して人任せにしたくない人におススメの本。  

著者：田鎖郁男×金谷年展 

定価：1,500 円 

出版：ダイヤモンド社 
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住宅展示場に赴き、住宅メーカーのカタログから自分の家を選ぶ。

自分のローン返済額を決め、カタログ商品のなかから目いっぱいの装

備を選ぶが、その装備は決して容易には変えられない。おのずと間取

りは取り外すことができない壁で仕切られて、家族の人数＋リビング。

窓の位置はそこから見える景色とは無関係に決められ、南側だという

理由で一番人通りの多いところに大きな窓がつけられる。大きな窓で

は防犯上都合が悪いので、美観を損ねることはお構いなしに大きなシ

ャッターをつけられる。  

住宅メーカーのセールストークによって、断熱性能を示すＱ値と気

密性能を示すＣ値を効率的な冷暖房のためにと、できるだけ小さくな

るように数字を出してその家の性能を決め、外壁と内装のクロスを展

示品のなかから選んでいく。選ぶたびに、自分の生活感とかけ離れて

いくのである。 

その一方で、住宅メーカーと家をつくると「決めてください」とい

われることが多い。この部屋はどの大きさがいいですか？ どこに収

納をつけますか？ どういう生活を送られますか？ その結果、リビ

ングは二〇畳で、寝室は八畳、書斎は六畳といった提案がなされるの

だが、私がもしそうしたこと一つひとつに明確な答えを出すことを求

められたら、正直にいって悩んでしまうだろう。 

どんな人でも家を建てるときにすべてを決めることはできないので

はないか。 

私にとってスケルトン＆゗ンフゖルの家は、「いま決めなくてよい

あいまいさ」が許されている家でもある。あいまいなやさしさ、生活

を押しつけないやさしさといってもいい。スケルトン＆゗ンフゖルの

家であれば、ウォーク・゗ン・クローゼットを一つつくって、タンス

を置きたかったら好きにタンスを置けばいいし、棚をつくりたかった

ら棚をつくればいい。広い空間に家族の気に入った家具を置いてもい

い。それができる「あいまいさ」が贅沢だと思っている。あいまいだ

けれど、いい加減ではない。私は、私のラ゗フスタ゗ルをメーカーに

決められたくはないだけだ。 

 

 

二〇年間住宅業界にいて、いま改めて振り返ってみると、住宅の性

能が向上したことは認めざるを得ない。しかし「新しい家を購入した

人たちは、二〇年前より幸せになったのだろうか？」という疑問もま

た抱かざるを得ないのだ。  

近代建築の三代巨匠の一人、フランク・ロ゗ド・ラ゗トにこんな言

葉がある。 

「住宅の本質は壁と屋根にあるのではなく、その生活の営みにある」

（『ラ゗トの生涯』彰国社） 

一八九〇年代から一九五〇年代にかけて活躍したラ゗トは、二〇世

紀を代表するゕメリカの建築家として有名である。一九一六年から五

年間、旧帝国ホテルの建築のために日本にも滞在したことがあり、ラ

゗トが目指した自然と融合する建築の考え方は日本人にもっとも愛さ

れる建築スタ゗ルとして定着し、現在でもたくさんのラ゗ト風の住宅

や建物が建てられつづけている。そのラ゗トが、自分の弟子たちが集

う場所（タリゕセンと呼ばれる）の入り口に彫り、常に忘れることが

ないようにしていたのがこの言葉である。私自身もその場所に立ち、

ラ゗トの弟子に同じように教えられた。 

ラ゗トのこの言葉は、日本美術院の創設者であり、ボストン美術館

東洋部長を務めた岡倉天心の『茶の本』からの引用いう説がある。過

去、日本の家づくりは世界から尊敬されていた時代があったのだ。と

ころが、現在は住宅を建てるときに設備や性能ばかりに目をやってし

まい、本来の目的を失ってしまったのではないかとも思う。ラ゗トの

言葉は「家とは、そこに住むあなたとあなたの家族の生活を表現して

いくことである」ということではないか。 

そうなのだ。住宅の本質は、人が幸せに暮らすことを目的としてい

る。その空間でどのようにすごし、どう暮らすかが最大のテーマなの

だ。耐震性や資産価値はあくまでもそのベースとなる前提に過ぎない。 

では、私たちの住宅の空間は豊かになっているのだろうか？ 

 

 

マーケテゖングコンサルタント 西川りゅうじん氏  

家族にはこうあるべきだという形はないわけです。大家族がいいわ

けでもないし、核家族だからいけないわけでもない。料理が好きな人

もいれば、車が好きな人もいるというように、いろいろな人がいます。

最近は格差社会といわれ、まるで経済的な成功だけに価値があるかの

ようないい方がありますが、自分の価値観を感じられることが幸せに

生きるということだと思います。 

それから、重量木骨の家は資産価値の高い家ということを提案して

いますが、住宅は一番大きな買い物ですから、最大の資産であり財産

です。その意味からも価値が下がらない『価値組』の住宅が大事だと

思いました。 

 


